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研究成果の概要（和文）：ヒト眼瞼を構成する主要組織である瞼板およびマイボーム腺の形態、機能について臨
床研究を行った。特に臨床的関心の高い眼瞼下垂症手術の瞼板や眼表面に及ぼす影響について、術後6ヶ月と比
較的長期の観察を行った。眼瞼下垂症手術の術後、マイボーム腺の形態変化はほとんど生じないこと、角膜形状
が平坦化し、角膜乱視は前後面で減少すること、緑内障術後の濾過胞を有する眼に対する眼瞼下垂症手術(挙筋
腱膜縫着術)でも術後濾過胞関連の合併症は特に認めなかったこと等が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Clinical observational study about the Meibomian gland and the tarsal plate 
was conducted. We　focused on the postoperative changes of the tarsal plates and the ocular surface 
after the aponeurotic ptosis surgery for acquired ptosis. Morphology of the Meibomian gland observed
 by the meibography did not change 6 months after the ptosis surgery. There were significant 
decrease in anterior average keratometoric corneal power, anterior and posterior corneal astigmatism
 6 months postoperatively. We also evaluated efficacy and safety profiles of aponeurotic ptosis 
surgery for the eye with filtration blebs after trabeculectomy. There was no case of leakage and 
infection of the blebs and aponeurotic ptosis surgery was effective and could be performed safely 
even in cases with filtration bleb.

研究分野：眼科、マイボーム腺、ドライアイ、眼瞼下垂症手術

キーワード： マイボーム腺　眼瞼　瞼板　ドライアイ　眼瞼下垂症手術

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
正常眼およびマイボーム腺機能不全のマイボーム腺の特徴が詳細に分かったことで、ドライアイやマイボーム腺
機能不全の診療がより的確に行えるようになった。また、眼瞼下垂症手術に対しての臨床的疑問が解決し、より
安全で効果的な手術治療の進歩への貢献が期待できる。眼瞼下垂症術後に角膜形状が変化することが分かったこ
とから、眼瞼下垂症手術後に白内障手術を行う際は、経時的な角膜乱視の変化を観察したうえで慎重に手術時期
を検討する必要があると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
マイボーム腺は上下の瞼板内に存在する独立皮脂腺である。その分泌脂は涙液の油層の構成
成分となり涙液の蒸発を防いだり、涙液の伸展性と安定性を増すなど重要な役割を果たしてい
る。 油層の障害は涙液の蒸発を亢進させ、涙液産生量が正常であってもドライアイ症状を引き
起こす。 最近の疫学調査で、ドライアイ全体の 86％はマイボーム腺機能が低下することによっ
ておきることが明らかになり[1 ]、マイボーム腺についての理解の重要性が認識されてきている。 
ヒト生体内のマイボーム腺を観察する試みは 1970 年代からなされてきたが、観察範囲が一
部分に限られ、疼痛や不快感があり、普及しなかった。2008年に開発された非侵襲的マイボグ
ラフィーは細隙灯顕微鏡に小型赤外線 CCDカメラと赤外線透過フィルターを搭載したもので、
非侵襲的に眼瞼全体のマイボーム腺を観察でき、マイボーム腺に関連する臨床研究のブレイク
スルーとなった[2]。さらに 2012 年には携帯式のペン型マイボグラフィーが開発され[3]、細隙
灯顕 微鏡に顔を乗せられない患者や乳幼児のマイボーム腺の観察も可能となった[4]。 非侵襲
的マイボグラフィーを用いた今までの研究で、疾患眼のマイボグラフィー所見については 様々
な報告がでてきているが、正常のヒトマイボーム腺所見についての体系的な報告はごくわずか
であり、とくに乳幼児のマイボーム腺がどのようで成長により変化するのかどうかはよくわか
っていなった。私は正常の小児及び成人のヒトマイボーム腺を詳細に観察し、生後 1 カ月の乳
児でもマイボーム腺が上下瞼板の全体に分布し、成人と同様の形態をしていることを明らかに
した[5]。 
眼瞼下垂症手術後は目を大きく開けられるようになり、視機能のみならず眼瞼・眼表面の状態
が大きく変化するが、瞼板、マイボーム腺、角膜形状等の変化の詳細は分かっていなかった。ま
た緑内障手術後の濾過胞を有する眼の眼瞼下垂症手術は術後の濾過胞の漏出や感染の危険性が
あり安全で効果的な手術を行うための情報が不足していた。 
 
２． 研究の目的 
ヒトマイボーム腺および眼瞼、瞼板の形態、機能をより詳しく解明し、マイボーム腺や眼瞼疾
患の治療を改善、発展させることを目標として以下の 2点について研究を行った。 
（１）正常およびマイボーム腺機能不全患者のマイボーム腺の形態 
（２）眼瞼下垂症手術の瞼板、マイボーム腺、眼表面に対する影響 
 
３． 研究の方法 
（１）正常およびマイボーム腺機能不全患者のマイボーム腺の形態 
マイボーム腺機能不全患者と正常ボランティアの各種涙液パラメータ測定およびマイボグラフ
ィーによるマイボーム腺観察を行った。 
（２）眼瞼下垂症手術の瞼板、マイボーム腺、眼表面に対する影響 
眼瞼下垂症手術（挙筋腱膜縫着術）の 
① 術後の瞼板およびマイボーム腺の形態変化 
② 術後の角膜形状の変化 
③ 緑内障術後濾過胞を有する眼に対する手術の安全性と有効性 
について臨床観察研究を行った。 
 
４． 研究成果 
（１）正常およびマイボーム腺機能不全患者のマイボーム腺の形態 
54 名のマイボーム腺機能不全患者と 119 名の正常ボランティアのマイボーム腺像をマイボグ
ラフィーで観察した。マイボーム腺機能不全患者では上眼瞼と下眼瞼のマイボーム腺変化(マイ
ボスコア)は上下のマイボスコア合計と相関せず、マイボスコアが上下で 2段階以上差のある例
が患者全体の 30％以上であった。つまりマイボーム腺機能不全の診療をする際は上下両方の瞼
板を観察する重要性が示唆された。 
（２）眼瞼下垂症手術の瞼板、マイボーム腺、眼表面に対する影響 
① 眼瞼下垂症手術（挙筋腱膜縫着術）後の瞼板およびマイボーム腺の形態変化 
眼瞼下垂症手術を受けた 31 例 47 眼(男性 5例、女性 26例、平均年齢 74.3 歳±9.0 歳)に対
して、術前の挙筋機能(mm)、術前、術後 6か月の瞳孔上眼瞼距離 MRD (mm)、瞼裂高(mm)、上下
マイボスコアおよび術後 6か月での上眼瞼翻転の可・不可および翻転時の瞼板形態を記録した。  
結果は、術前の挙筋機能は平均 10.9 ㎜と保たれており、術前と術後 6 か月を比較すると MRD、
瞼裂高は有意に増加した。術後 19％が上眼瞼翻転不可になり、術後 55％が上眼瞼翻転時に瞼板
のひきつれを生じた。マイボグラフィー撮影できた上眼瞼 36 眼では術前後でマイボスコアに変
化を認めなかった。以上より眼瞼下垂症 手術で瞼板に通糸を行ってもマイボーム腺の形態変化
は起きない可能性が示唆された。また術後上眼瞼の翻転が不可能になる症例があり、注意を要す
ることが分かった。 
② 眼瞼下垂症手術（挙筋腱膜縫着術）後の角膜形状の変化 
挙筋腱膜縫着術を施行し術後 6 ヶ月まで角膜形状解析を行った 32 例 32 眼（男性 8 名、女性
24 名、平均年齢 72.6±8.5 歳）を対象とし、術前後の矯正視力(logMAR)、等価球面度数(D)、中
心角膜厚(μm)、AverageK(D)、角膜乱視量(D)、角膜中心 3mm における前後面の角膜形状解析（フ
ーリエ解析）の乱視成分(D)を比較した。術前と比較し術後 6ヶ月の矯正視力、等価球面度数、



中心角膜厚は有意な変化を認めなかった。術前、術後 6ヶ月の角膜前面での AverageK(順に 49.40
±1.09、 46.47±2.61)、角膜前面での角膜乱視量(1.18±0.60、-0.02±1.35)、角膜後面での角
膜乱視量(0.60±0.78、-0.01±0.45)は有意に減少し(いずれも p＜0.001)、フーリエ解析では術
前、術後 6ヶ月で前面の球面成分が有意に減少(49.60±1.57、46.41±2.54 、p＜0.001)してお
り、角膜後面では有意な変化は認めなかった。本研究から、眼瞼下垂症手術後 6ヶ月において角
膜は平坦化し、角膜乱視は前後面で減少し、フーリエ解析では角膜前面の球面成分が減少するこ
とが分かった。このことから、眼瞼下垂症手術後に白内障手術を行う際は、経時的な角膜乱視の
変化を観察したうえで慎重に手術時期を検討する必要があると考えられた。特にトーリック眼
内レンズを使用する場合には細心の注意が必要である。 
③ 緑内障術後濾過胞を有する眼に対する手術の安全性と有効性 
18 名 19 眼を観察し、眼瞼下垂症手術後 1,3,6 カ月 の時点で瞼縁角膜反射間距離、瞼裂高は
術前と比較して有意に改善し、術後眼圧上昇を認めず、濾過胞関連の合併症も認めなかったこと
より、濾過胞を有する眼瞼下垂症においても挙筋腱膜縫着術は有効かつ安全に施行できること
が示唆された。 
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